
鼎談資料 (米田克彦作成 )

［島根県立古代出雲歴史博物館　2019『古墳文化の珠玉』より転載］

①古墳時代の玉類のかたち

②玉類に使用される主な素材



④出雲における古墳時代の玉作り遺跡の変遷

　　　　　　　　　　　　　　③出雲における玉作り遺跡の分布



⑤弥生時代における主な玉作遺跡の分布

【前期～中期前葉】

【中期中葉～後葉】

【後期】

●：管玉

○：管玉 + ヒスイ製勾玉

△：管玉 + 水晶製玉類

□：管玉 + ヒスイ製勾玉 + 水晶製玉類
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×: 蛇紋岩製玉類
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【前期】

【中期】

【後期】

堀部第２遺跡・堀部第３遺跡

出雲玉作跡宮垣地区

⑥古墳時代における主な玉作遺跡の分布

●：玉類
：玉類＋石製品

出雲玉作跡宮ノ上地区

西新町遺跡

潤地頭給遺跡

曽我遺跡

上之庄遺跡

纏向遺跡

辻遺跡

播磨田東遺跡

川合遺跡

海老名本郷遺跡

八代玉作遺跡
外小代遺跡

烏山遺跡

前原遺跡

反町遺跡

下佐野遺跡

宮ノ北遺跡

高擶南遺跡

社軍神遺跡

行塚遺跡

浜竹松B遺跡

片山津玉造遺跡

面白谷遺跡・杉谷遺跡

出雲玉作跡宮垣地区

大東高校校庭遺跡

原ノ前遺跡
勝負遺跡
四ッ廻Ⅱ遺跡

忌部中島遺跡
田和山遺跡群
大角山遺跡
福富Ⅰ遺跡

雨流遺跡

新方遺跡

長原遺跡

南郷遺跡

曽我遺跡

布留遺跡

大原遺跡

堂ノ北原遺跡

浜山遺跡

大角地遺跡
笛吹田遺跡

八代玉作遺跡

稲荷峰遺跡

治部台遺跡

面白谷遺跡

堂床遺跡
平床Ⅱ遺跡

出雲玉作跡宮垣地区

出雲玉作跡宮ノ上地区

百塚第一遺跡

曽我遺跡

谷遺跡
泰楽寺遺跡

御岳田遺跡

姫御前遺跡

南押上遺跡

釜蓋遺跡
古墳時代



⑦古墳時代における玉類・石製品の未成品（玉類は S=1/3・石製品は S=1/6）
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【遺跡】1～6･8･9石川県片山津玉造、7富山県浜山、10･14茨城県烏山、11千葉県稲荷峰、12千葉県八

　　　　代、13･16神奈川県本郷、15埼玉県反町、17･20長野県社軍神、18静岡県川合、19山梨県御岳

　　　　田、21滋賀県辻、22･26大阪府長原、23奈良県布留、24･25奈良県曽我、17奈良県上之庄、28･

　　　　35島根県大角山、29島根県勝負、30島根県大原、31･32島根県福富Ⅰ、33･34･37～39島根県堂

　　　　床、36島根県平床Ⅱ、40島根県後原

【時期】1～6･8･9･10～20･27は前期、40は前期？、21は前～中期、7･26･28～32･35は中期、23～25は

　　　　中～後期、33･34･36～39は後期

【材質】<　>は材質となる石材を示す。GTは緑色凝灰岩の略。
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⑧玉の穿孔技術模式図　　

⑨出雲における古墳時代の玉作りの特徴

１.長期間期間にわたる玉作りの実施

　（弥生時代前期～古墳時代～奈良・平安時代）

　　

２.花仙山産碧玉・瑪瑙・水晶製の玉類

　(勾玉、管玉、算盤玉、丸玉、切子玉、平玉など)

３.鉄針で片面から孔をあける（片面穿孔）

　※古墳時代中期後葉から管玉にも片面穿孔を採用
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